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花
咲
け
ニ
ッ
ポ
ン
！

サ
ク
ラ
・さ
く
ら
・桜
（
仙
台
展
）
と

「
風
景
写
真
」
編
集
長
・
石
川
馨
氏
ス
ラ
イ
ド
ア
ン
ド
ト
ー
ク

お

知

ら

せ

平
成
２
５
年
特
別
作
品
展
示
会
開
催

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

今
号
は
該
当
者
な
し
、
写
真

雑
誌
や
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
入
賞

し
た
方
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
仙
台
市

安
達

良
子

宮
城
県
仙
台
市

熊
谷

ま
さ
子

宮
城
県
仙
台
市

表

伸
也

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
私
の
１

枚
」
に
掲
載
の
作
品
送
付
依
頼

前
号
の
お
知
ら
せ
欄
で
も
お

願
い
し
ま
し
た
当
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
「
私
の
１
枚
」
に
掲
載
す
る

会
員
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
い

た
し
て
ま
す
。

今
回
開
催
の
ニ
コ
ン
フ
ォ
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
写
真
展
も

「
風
景
写
真
」
誌
編
集
部
の
方

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
同
誌

の
「
ク
ラ
ブ
展
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
Ｕ
ｐ

欄
」
へ
の
掲
載
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
こ
の
様
に
多
く
の
方
が

当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
い
ま
す
。
是
非
、
積
極
的
に

作
品
を
ご
送
付
下
さ
い
。

送
付
先：

ポ
ジ
・
２
Ｌ
プ
リ
ン
ト：

進
藤

（
青
葉
区
中
山
台
４
∸
14
∸
４
）

デ
ジ
タ
ル
画
像
（
容
量
１
メ
ガ

程
度
）
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｔ
ｏ
ｈ
ｏ

ｋ
ｕ
ー
ｆ
ｕ
ｋ
ｅ
ｉ
．
ｃ
ｏ
ｍ

前
編
「
花
笑
み
編
」
５
月

９
日
～
１
４
日
・
後
編
「
花

酔
い
編
」
１
６
日
～
２
１
日

の
期
間
で
富
士
フ
イ
ル
ム
企

画
展
「
花
咲
け
ニ
ッ
ポ
ン

！
」
が
富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ

ト
サ
ロ
ン
仙
台
で
開
催
さ

れ
、
１
１
日
（
土
）
に
は

「
風
景
写
真
」
編
集
長
・
石

川
馨
氏
の
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
、
石
川
編
集
長

は
写
真
撮
り
の
プ
ロ
で
は
な

い
が
多
く
の
作
品
を
見
て
、

チ
ョ
イ
ス
し
、
提
示
す
る
こ

と
で
は
プ
ロ
で
、
一
つ
一
つ

の
作
品
の
意
図
、
選
ん
で
い

る
訳
、
展
示
の
仕
組
み
を
お

話
し
さ
れ
た
。
東
京
の
富
士

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
で
は
大
き
な

パ
ネ
ル
は
幅
３
．
６
ｍ
（
３

枚
繋
ぎ
）
を
展
示
。
生
々
し

く
、
魅
力
の
あ
る
作
品
で
、

２
８
，
０
０
０
人
の
入
場
者

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

写
真
展
は
き
れ
い
な
写
真

だ
け
で
は
な
く
、
全
体
と
し

て
ど
う
意
図
し
、
何
を
伝
え

た
い
か
が
大
事
。
こ
の
企
画

は
震
災
後
の
暗
い
時
期
、
日

本
を
元
気
に
、
見
て
楽
し
い

気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
く
、

桜
を
題
材
に
選
ん
だ
。
写
真

展
は
一
般
に
撮
る
人
が
多
い

が
、
撮
ら
な
い
人
達
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
う
企
画
。
又
、

銀
塩
プ
リ
ン
ト
の
魅
力
を
伝

え
た
い
。
カ
メ
ラ
は
フ
ィ
ル

ム
だ
け
で
は
な
い
が
、
デ
ィ

テ
ー
ル
、
空
気
感
、
奥
行
き

感
が
銀
塩
プ
リ
ン
ト
の
魅

力
。
風
景
写
真
に
於
け
る
ア

マ
チ
ュ
ア
写
真
家
は
自
由
で

プ
ロ
で
も
撮
れ
な
い
写
真
も

多
く
実
力
も
凄
い
。

展
示
さ
れ
た
作
品
は
写
真

集
「
サ
ク
ラ
・
さ
く
ら
・

桜
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
、
本
物
は
大
変
見
応
え
が

あ
り
ま
し
た
。

今
年
初
夏
の
新
緑
撮
影
実

習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
今
回
は
初
め
て
の
撮

影
実
習
場
所
に
な
り
ま
す
。

実
施
期
日

６
月
13
日
（
木
）

撮
影
地

西
公
園
・
定
禅
寺

通
り
周
辺

集
合
場
所

西
公
園
Ｓ
Ｌ
前

（
雨
天
決
行
）

参
加
費

２
，
０
０
０
円

（
会
場
費
、
Ｐ
Ｃ
機
材
及
び

資
材
費
用
途
に
充
当
）

講
師

竹
内

正
会
長

募
集
人
員

２
０
名
（
フ
ィ

ル
ム
カ
メ
ラ
、
又
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
合
計
で
の
人
数

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
）

参
加
申
し
込
み
方
法

電
話：

携
帯
・
・
０
９
０
ー

５
５
９
４
ー
１
４
３
９
丸
山

Ｆ
Ａ
Ｘ：

店
頭
チ
ラ
シ
下
段

の
申
込
用
紙
を
事
務
局

０
２
２
ー
２
５
６
ー

２
１
４
２
に

お
申
込
の
会
員
に
は
、
６
月

１
０
日
ま
で
に
、
参
加
票
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

参
加
費
は
当
日
集
金
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
昼

食
は
各
自
会
場
最
寄
り
の
お

店
で
お
取
り
く
だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場

仙
台
市
市
民
会
館

地
階
「
視
聴
覚
室
」

主
な
予
定

９
時
40
分
～
⒒
時
40
分
撮
影

（
定
禅
寺
通
り
、
西
公
園
）

⒓
時
～
12
時
40
分
昼
食

（
各
自

自
由
食
）

13
時
～
16
時
30
分

講
師
セ
ミ
ナ
ー
、
作
品
セ
レ

ク
ト
、
講
評

17
時

終
了
、
解
散

撮
影
は
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ

ル
ム
又
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

リ
バ
ー
サ
ル
は
増
感
、
減

感
、
マ
ウ
ン
ト
指
定
不
可
。

デ
ジ
タ
ル
は
Ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
フ
ァ

イ
ル
の
み
。

フ
ィ
ル
ム
セ
レ
ク
ト
用
ラ

イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
ル
ー
ペ
、

マ
ウ
ン
ト
５
コ
マ
、
は
さ
み

等
は
用
意
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
は
パ
ソ
コ
ン
に

て
画
像
を
５
点
セ
レ
ク
ト

後
、
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
し
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
映
写
、
講
評
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
さ
れ
た
方
の

作
品
を
一
部
選
考
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

一
年
お
き
に
開
催
し
て
い
る

写
真
展
は
昨
年
第
３
回
を
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
て
開

催
し
、
次
回
は
来
年
の
予
定
で

す
が
、
今
年
度
事
業
計
画
に
記

載
し
ま
し
た
特
別
展
示
会
で

「
私
の
原
風
景
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
は
Ａ
Ｅ
Ｒ
（
ア
エ
ル
）
ビ

ル
２
９
階
に
あ
る
ニ
コ
ン
プ
ラ

ザ
仙
台
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

お
借
り
し
、
開
催
期
間
は
８
月

２
１
日
（
水
）
～
９
月
３
日

（
火
）
の
２
週
間
。
時
間
は
午

前
９
時
３
０
分
か
ら
午
後
６
時

ま
で
、
休
館
日
は
日
曜
、
祝
日

で
す
。
最
終
日
は
午
後
３
時
迄

で
終
了
後
作
品
を
搬
出
し
ま

す
。
作
品
搬
入
日
は
８
月
２
０

日
午
後
３
時
以
降
で
、
搬
入
は

協
会
新
事
務
局
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
東
北
カ
ラ
ー
デ
ュ
ー

プ
株
式
会
社
に
一
括
搬
入
依

頼
。
展
示
は
ニ
コ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
専
属
業
者
が
行
い
ま
す
。

今
回
会
員
の
皆
様
に
ご
案
内

し
た
結
果
３
３
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
展
示
作
品
は
半
切
サ
イ

ズ
で
４
６
点
に
な
り
ま
す
。

参
加
会
員
の
方
に
は
参
加
費

と
し
て
２
，
０
０
０
円
ご
負
担

頂
き
ま
す
が
、
展
示
業
者
へ
の

支
払
い
と
案
内
は
が
き
の
作
成

費
用
、
郵
送
料
等
の
必
要
経
費

に
充
当
致
し
ま
す
。

今
回
の
写
真
展
開
催
に
当
た

り
、
写
真
誌
「
風
景
写
真
」
社

編
集
部
よ
り
進
藤
幹
事
長
宛
に

電
話
が
入
り
、
当
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
写
真
展
の
開
催
案

内
を
見
た
の
で
、
「
風
景
写

真
」
の
写
真
展
開
催
案
内
に
掲

載
し
て
み
な
い
か
？
と
の
こ

と
。
写
真
展
の
内
容
と
ク
ラ
ブ

の
紹
介
原
稿
を
秋
葉
副
会
長
に

作
成
し
て
も
ら
い
、
、
展
示
作

品
の
内
、
会
員
の
方
（
役
員
・

幹
事
は
除
く
）
の
１
０
点
を
竹

内
会
長
が
選
び
、
８
月
２
０
日

発
売
の
９
・
１
０
月
号
に
掲
載

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
ご
購
入
、
ご
覧
下
さ
い
。

東
北
周
辺
の
撮
影
地
は
会
員

の
加
盟
し
て
い
る
各
ク
ラ
ブ
や

撮
影
ツ
ア
ー
等
で
出
か
け
る
機

会
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

回
の
撮
影
ツ
ア
ー
「
中
央
ア
ル

プ
ス
・
千
畳
敷
カ
ー
ル
」
や

「
上
高
地
」
は
個
人
や
ク
ラ
ブ

で
は
な
か
な
か
行
く
機
会
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
企
画

し
ま
し
た
。
特
に
千
畳
敷
カ
ー

ル
に
あ
る
ホ
テ
ル
は
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
は
人
気
が
高
く
、
予
約
を

取
る
の
が
大
変
な
こ
と
も
あ

り
、
早
め
に
企
画
い
た
し
ま
し

た
。

（
撮
影
ポ
イ
ン
ト
）

・
ケ
ー
ブ
ル
を
降
り
た
所
に
あ

る
「
千
畳
敷
ホ
テ
ル
」
に
宿
泊

お
天
気
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
雲
上

の
絶
景
千
畳
敷
カ
ー
ル
で
赤
く

焼
け
た
山
々
の
夕
景
や
町
明
り

の
見
え
る
夜
景
、
カ
ー
ル
を
バ

ッ
ク
に
し
た
星
空
撮
影
を
。

・
上
高
地
の
合
羽
橋
近
辺
の

「
ホ
テ
ル
白
樺
荘
」
に
宿
泊
。

上
高
地
の
夕
日
に
色
付
く
山
々

や
紅
葉
風
景
、
朝
日
に
輝
く
穂

高
連
峰
や
ガ
ス
の
漂
う
大
正

池
、
霜
の
降
り
た
白
い
田
代
湿

原
等
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

時
間
を
気
に
せ
ず
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
心
行
く
ま
で
撮
影
を

楽
し
め
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

旅
行
期
間

平
成
２
５
年

１
０
月
１
日
（
火
）
～
３
日

（
木
）
２
泊
３
日

代
金

５
９
，
８
０
０
円

添
乗
員

同
行
な
し

募
集
人
員

３
５
名
（
最
少

催
行
人
数
３
０
名
）
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

食
事
条
件

朝
食
２
回
・

昼
食
１
回
・
夕
食
２
回

宿
泊
先

①
千
畳
敷
ホ
テ
ル

②
ホ
テ
ル
白
樺
荘

（
各
４
～
６
名
１
室
）

撮
影
場
所
が
す
ぐ
傍
で
す
。

集
合
場
所

泉
区
役
所

駐
車
場

６
時
４
０
分

仙
台
駅
西
口

７
時
２
０
分

同
行
講
師

竹
内

正
・
丸
山

慎
一

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２
ー

２
１
１
ー
６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２
ー

７
２
３
ー
４
６
７
２

営
業
時
間

９：

３
０
～

１
７：

３
０
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
お

休
み
で
す
）

お
申
し
込
み
は
河
北
新
報
ト

ラ
ベ
ル
の
み
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

裏
磐
梯
賛
歌
・エ
リ
ア
別
撮
影
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

北
塩
原
村
で
ペ
ン
シ
ョ
ン

「
く
ら
ん
ぼ
ー
ん
」
を
経
営
し

な
が
ら
こ
の
裏
磐
梯
賛
歌
・
エ

リ
ア
別
撮
影
ガ
イ
ド
を
発
行
さ

れ
て
い
る
黒
原
範
雄
さ
ん
の
記

事
は
、
昨
年
１
２
月
発
行
の

「
東
風
季
報
」
第
２
２
号
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
般
、

６
月
６
日
（
木
）
～
１
２
日

（
水
）
の
日
程
で
富
士
フ
ォ
ト

サ
ロ
ン
大
阪
に
て
「
ふ
く
し
ま

復
興
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
写

真
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
来
年
３
月
２
４
日
～

３
０
日
の
日
程
で
出
身
地
の

高
知
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
「
く
ら
ん
ぼ
ー
ん
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
］
の
人
達
と
の
「
支
援
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
写
真
展
」
も
開

催
の
予
定
。
い
ず
れ
も
震
災

で
親
を
亡
く
さ
れ
た
子
供
達

の
支
援
と
仮
設
住
宅
で
生
活

す
る
人
達
の
心
の
つ
な
が
り

を
目
的
に
「
こ
こ
ろ
た
す
」

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
支
援
に

活
用
す
る
と
の
こ
と
。
会
員
の
皆

様
も
福
島
の
元
気
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
宿
泊
や
本
の
購
入
等
で
黒

原
さ
ん
へ
の
応
援
を
お
願
い
出
来

れ
ば
有
り
難
い
限
り
で
す
。

今
年
の
桜
開
花
予
測
は
南
と
北
で
は
大
き
く
ず
れ
て
、
各
ク
ラ
ブ
や
団
体
で
の
事
前
撮

影
会
計
画
は
困
難
を
極
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
協
会
の
企
画
も
今
年
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
例
年
通
り
に
な
る
の
か
少
し
心
配
で
す
が
、
別
欄
の
通
り
ご
用
意
い
た
し
ま

し
た
。
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
が
、
既
に
ご
案
内
を
し
て
い
る

案
件
も
あ
り
、
参
加
人
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。千畳敷カールの星空 上高地・田代湿原
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日
本
の
自
然
風
景

５
０
人
の
写
真
家
達

副
題
に
５
０
人
の
目
が
と

ら
え
た
珠
玉
の
日
本
風
景
３

９
３
！
と
あ
る
。
各
写
真
家

が
自
然
風
景
へ
の
思
い
を
込

め
た
主
題
と
そ
れ
を
表
現
す

る
狙
い
や
取
組
み
を
述
べ
て

お
り
、
作
品
理
解
へ
の
メ
ッ

セ
ー
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
赤
塚
一
氏
は
「
ふ

る
さ
と
新
潟

心
の
原
風
景

を
語
り
撮
る
」
と
題
し
、
自

然
と
の
一
期
一
会
を
切
り
撮

る
こ
と
の
心
意
気
を
語

っ
て
お
ら
れ
る
。

日
頃
地
元
で
写
し
た

四
季
写
真
か
ら
、
さ
ら

に
編
集
者
と
監
修
者
に

よ
り
選
び
抜
か
れ
た
も

の
で
す
。

作
者
ご
と
に
４
ペ
ー
ジ
に

８
枚
前
後
の
風
景
写
真
が
掲

載
さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
な
撮

影
デ
ー
タ
も
添
え
ら
れ
て
い

る
。
多
く
の
知
ら
れ
た
場
所

や
ほ
と
ん
ど
気
が
付
か
れ
な

か
っ
た
場
所
の
情
景
や
着
眼

に
つ
い
て
作
者
自
身
の
解
説

が
あ
り
、
決
し
て
偶
然
で
は

な
い
周
到
な
準
備
と
感
動
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
本
に
よ
る

写
真
展
の
よ
う
な
も
の
で
、

も
し
こ
れ
が
大
判
の
プ
リ
ン

ト
だ
っ
た
ら
と
想
像
す
る
の

も
楽
し
い
。

作
品
は
ほ
と
ん
ど
が
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
微
妙
な
色
合
い
や
深
み

が
感
じ
ら
れ
、
フ
ィ
ル
ム
写

真
の
集
大
成
の
よ
う
な
印
象

で
あ
る
。

巻
末
に
は
50
人
の
写
真
家

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
連
絡
先

も
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。

（
秋
葉
健
一
）

日
本
カ
メ
ラ
ｍ
ｏ
ｏ
ｋ

２
０
１
１
年
８
月

１
８
０
０
円

早
い
も
の
で
、
こ
の
コ
ラ

ム
の
言
い
た
い
放
題
も
、
二

十
回
を
超
え
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
、
日
々
感
謝
と
反
省

の
気
持
ち
新
た
で
す
。

さ
て
、
今
回
の
タ
イ
ト
ル
は

難
し
く
表
記
し
ま
し
た
が
、

中
身
は
単
純
で
す
。
結
論
か

ら
言
い
ま
す
と
、
世
の
中
で

便
利
な
も
の
が
「
文
明
」
な

ら
、
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
が
「
文
化
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

小
生
の
こ
と
を
述
べ
て
恐

縮
で
す
が
、
写
真
を
仕
事
と

趣
味
の
両
股
で
足
掛
け
半
世

紀
弱
。
で
も
写
真
の
歴
史
で

言
え
ば
、
そ
の
何
分
の
一
し

か
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
思
え
ば
、
ち
っ
ぽ
け
な

驕
り
で
し
か
な
い
か
も
、
で

す
。
で
も
こ
の
半
世
紀
の
間

に
写
真
の
歴
史
は
大
き
く
変

わ
り
、
そ
れ
を
撮
る
カ
メ
ラ

は
仕
組
み
自
体
も
変
化
を
遂

げ
た
こ
と
は
、
読
者
自
身
も

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。写

真
が
果
た
し
た
歴
史
的

意
義
は
、
以
前
に
も
こ
の
欄

で
お
話
い
た
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
支
え
た
道
具
達
、
特

に
カ
メ
ラ
は
「
文
明
の
利

器
」
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
昔
の
人
は
筆

や
ペ
ン
を
使
っ
て
自
分
の
眼

で
見
え
る
も
の
を
時
間
か
け

て
写
実
し
た
と
思
い
ま
す
。

今
や
誰
で
も
簡
単
に
画
像
に

記
録
し
て
、
い
つ
で
も
そ
れ

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
真
実
を
正
確

に
。
こ
れ
が
「
文
明
の
利

器
」
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う

か
。
文
明
と
は
常
に
変
化
を

遂
げ
、
人
間
に
刺
激
を
与
え

る
強
壮
薬
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
定
着
は
し

な
い
の
で
す
。

さ
て
、
話
を
写
真
に
戻
し
ま

す
。
写
真
を
撮
る
道
具
の
カ

メ
ラ
は
、
フ
イ
ル
ム
か
ら
デ

ジ
タ
ル
へ
大
き
く
変
化
し

て
、
平
成
生
ま
れ
も
二
十
歳

を
越
え
て
若
い
方
は
デ
ジ
カ

メ
し
か
見
た
こ
と
な
い
世
代

が
現
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、

カ
メ
ラ
の
歴
史
の
中
で
、
こ

の
「
文
明
の
利
器
」
は
着
実

に
人
間
社
会
と
生
活
に
密
着

し
、
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
文
明
と
は
ま
さ
に
、
人

間
社
会
に
お
け
る
便
利
さ
の

追
求
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
文
明
の
発
祥
地
に
は
必

ず
人
が
集
ま
り
形
成
し
て
い

ま
す
。

さ
て
文
化
と
な
る
と
文
明
と

混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
明

ら
か
に
そ
の
意
義
は
大
き
く

違
い
ま
す
。
文
化
は
旧
い
も

の
と
新
し
い
も
の
が
織
り
成

す
歴
史
だ
と
思
い
ま
す
。

「
き
れ
い
」
が
文
明
だ
と
す

る
と
、
「
美
し
い
」
が
文
化

で
す
。
わ
か
り
や
す
く
言
う

と
新
鮮
野
菜
に
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
か
け
て
パ
ッ
と
食
べ
る

の
が
文
明
で
、
野
菜
を
漬
物

桶
の
中
に
入
れ
、
暗
い
所
へ

置
き
、
時
間
と
い
う
時
を
刻

ん
だ
も
の
を
食
べ
る
の
が
文

化
で
す
。
時
間
を
か
け
た
漬

物
は
コ
ク
の
あ
る
味
が
し
ま

す
。
コ
ク
の
あ
る
味
と
は
隠

し
味
の
事
で
、
そ
れ
が
文
化

な
の
で
す
。

美
し
い
家
族
の
写
真
は
そ
の

家
の
文
化
で
あ
り
、
か
け
が

い
の
な
い
も
の
で
す
。
時
を

刻
ん
だ
大
切
な
記
憶
で
す
。

写
真
文
化
も
新
し
さ
を
追
求

す
る
よ
り
も
、
熟
成
さ
れ
た

旧
き
良
き
時
代
の
美
し
さ
を

表
現
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
風
景
も
人
物
も
撮
る

手
段
は
変
わ
っ
て
も
、
変
わ

ら
な
い
美
し
さ
は
同
じ
で

す
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
「
き
れ

い
な
写
真
」
よ
り
も
「
美
し

い
写
真
」
を
撮
り
た
い
も
の

で
す
。
そ
れ
は
必
ず
人
の
心

に
残
る
も
の
だ
と
の
思
い
で

す
。

（
丸
山
慎
一
）

こ
ん
な
話
あ
ん
な
話
第
二
一
話

文
明
の
利
器
と
文
化
の
意
義

写
真
の
原
点
は
ピ
ン
ホ
ー

ル
カ
メ
ラ
で
は
な
い
か
と
勝

手
に
思
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
カ
メ
ラ
の
原
理
は

こ
こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
自

分
で
も
出
来
な
い
か
な
と
考

え
、
デ
ジ
カ
メ
で
作
っ
て
み

た
。

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
作
り

方
。

材
料

１
．
デ
ジ
カ
メ
（
レ
ン
ズ
交

換
の
出
来
る
も
の
）

レ
ン
ズ
が
装
着
さ
れ
て
な
く

て
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

切
れ
る
も
の
。
こ
れ

大
事
。

２
．
ボ
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ

（
カ
メ
ラ
を
扱

っ
て
い
る
店
で
４
０

０
円
～
５
０
０
円

位
）

３
ア
ル
ミ
箔

４
．
テ
ー
プ
（
不
透
明
な
も

の
）

工
具

１
．
ボ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
穴

を
あ
け
る
ド
リ
ル
。

２
．
紙
や
す
り
（
穴
の
バ
リ

を
取
る
）

３
・
縫
い
針
（
ピ
ン
ホ
ー
ル

を
開
け
る
）

作
り
方

ボ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
中
心
に

約
５
ｍ
ｍ
の
穴
を
あ
け
る
。

ボ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
裏
側
に

ア
ル
ミ
箔
を
貼
り
テ
ー
プ
で

光
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
押
さ
え
る
。

ア
ル
ミ
箔
に
針
の
先
を
一
寸

突
い
て
穴
を
開
け
る
。

（
0.

2
ｍ
ｍ
0.

～
０
．

３
ｍ
ｍ
位
）

穴
は
陽
に
か
ざ
し
て
み

て
、
や
っ
と
確
認
出
来
る
位

に
し
ま
す
。

ボ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
ど
真

ん
中
に
あ
け
る
こ
と
。

ボ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
カ
メ
ラ

本
体
に
装
着
出
来
上
が
り
。

作
成
中
は
ブ
ロ
ァ
を
準
備
し

て
、
カ
メ
ラ
本
体
に
埃
や
ご

み
を
入
れ
な
い
こ
と
。

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
場

合
、
埃
や
ご
み
は
か
な
り
目

立
ち
ま
す
。

ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
の
特
徴
は

レ
ン
ズ
を
使
わ
な
い
の
で
歪

み
や
収
差
が
な
い
。

パ
ン
ホ
ー
カ
ス
の
画
像
。

針
の
穴
な
の
で
開
放
値
が
小

さ
い
か
ら
、
光
量
が
す
く
な

く
露
光
が
長
い
等
で
し
ょ

う
。

撮
影
は

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
絞
り

値
は
、
「
焦
点
距
離÷

ピ
ン

ホ
ー
ル
径
」
で
求
め
る
と

フ
ラ
ン
ジ
バ
ッ
ク
ま
で
の
距

離
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
若

干
差
が
あ
る
が
４
５
ｍ
ｍ
位

で
し
ょ
う
。

０
．
３
ｍ
ｍ
の
穴
の
場
合
、

F

１
５
０
の
計
算
で
す
。

絞
り
値
が
大
き
い
か
ら
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
長
～

く
な
り
ま
す
。
必
ず
三
脚
を

つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
目

安
は

晴
れ
1/

15
～
2
秒

曇
り
1/

2~

10
秒

日
中
の
室
内
15
秒
～
30
秒

夜
間
40
秒
～
で
す
。

（
藤
枝
克
治
）

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
で

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か

銀
板
写
真
発
明
４
年
後

の
１
８
４
３
年
（
天
保
１

４
年
）
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船

に
よ
り
長
崎
に
日
本
最
初

の
写
真
機
材
が
持
ち
込
ま

れ
、
そ
の
機
材
を
蘭
学
者

の
上
野
俊
之
丞
が
ス
ケ
ッ

チ
し
て
ま
す
。
機
材
自
体

は
持
ち
帰
ら
れ
た
。

１
８
４
８
年
（
嘉
永
元

年
）
に
は
島
津
斉
彬
が
銀

板
写
真
機
材
を
入
手
。
１

８
５
４
年
（
安
政
元
年
）

に
は
ペ
リ
ー
が
再
来
航

し
、
写
真
家
の
エ
リ
フ
ァ

レ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
を
伴

っ
て
人
物
や
日
本
各
地
の

風
景
撮
影
を
し
て
い
た
。

１
８
６
１
年
（
文
久
元

年
）
鵜
飼
玉
川
が
江
戸
薬

研
堀
で
日
本
人
最
初
の
写

真
館
を
開
業
。
日
本
の
写

真
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る

上
野
彦
馬
は
長
崎
医
学
伝

習
所
で
写
真
術
の
研
究
を

お
こ
な
っ
て
い
て
、
プ
ロ

の
写
真
家
ピ
エ
ー
ル
・
ロ

シ
ェ
か
ら
本
格
的
な
湿
式

写
真
を
学
び
、
１
８
６
２

年
に
は
上
野
撮
影
局
を
開

業
し
て
、
こ
こ
で
撮
影
さ

れ
た
坂
本
竜
馬
の
肖
像
写

真
が
有
名
で
す
。

も
う
一
人
の
祖
、
下
岡
蓮

杖
も
同
じ
年
に
開
業
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
日
本
各

地
に
写
真
家
が
開
業
し
、

幕
末
に
は
島
霞
谷
が
下
谷

に
写
真
館
を
開
業
、
妻
の

島
隆
は
日
本
最
初
の
女
流

写
真
家
と
な
り
ま
し
た
。

乾
板
写
真
が
入
っ
て
き

た
の
は
１
８
８
３
年
（
明

治
１
６
年
）
で
、
江
崎
礼

二
が
隅
田
川
で
行
わ
れ
た

水
雷
発
火
試
験
の
撮
影
を

し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

１
８
８
９
年
に

は
写
真
を
写
す

人
が
増
え
、
日

本
初
の
カ
メ
ラ

同
好
会
・
日
本

写
真
学
会
が
設

立
さ
れ
た
。

１

９

０

３

年

（
明
治
３
６
年
）
に
は
、

小
西
本
店
（

後
の
コ

ニ

カ
）
が
日
本
初
の
市
販
カ

メ
ラ
「
チ
ェ
リ
ー
手
提
用

暗
箱
」
（
輸
入
品
）
を
発

売
。
初
の
国
産

カ
メ
ラ

は
、
１
９
２
９
年
日
独
写

真
機
商
会
（
後
の
ミ
ノ
ル

タ
）
が
発
売
し
た
「
ニ
フ

カ
レ
ッ
テ
」
で
す
。
国
産

初
の
乾
板
（
フ
ィ
ル
ム
）

は
東
洋
乾
板
が
１
９
２
１

年
（
大
正
１
０
年
）
に
完

成
さ
せ
た
。
国
産
ロ
ー
ル

フ
ィ
ル
ム
は
、
１
９
２
８

年
、
旭
日
写
真

工
業
が

「
菊
フ
ヰ
ル
ム
」
を
、
翌

１
９
２
９
年
に
小
西
六
本

店
が
「
さ
く
ら

フ
ヰ
ル

ム
」
を
、
１
９
３
１
年
に

大
日
本
セ
ル
ロ

イ
ド
が

「
大
日
本
フ
ヰ
ル
ム
」
を

発
売
し
ま
し
た

。
そ
し

て
、
１
９
３
４
年
、
大
日

本
セ
ル
ロ
イ
ド
が
分
社
化

し
て
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム

が
誕
生
。
す
ぐ
に
東
洋
乾

板
を
吸
収
合
併
し
、
間
も

な
く
国
産
初
の
映
画
用
ポ

ジ
フ
ィ
ル
ム
が
完
成
。
翌

１
９
３
５
年
に
写
真
フ
ィ

ル
ム
（
モ
ノ
ク
ロ
）
も
完

成
し
ま
し
た
。

し
か

し
、
こ
の
年
、
コ
ダ
ッ
ク

が
世
界
初
の
カ
ラ
ー
フ
ィ

ル
ム
「
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
」

を
発
売
し
て
い
ま
す
。
国

産
は
１
９
４
０
年
、
小
西

六
が
カ
ラ
ー
フ

ィ
ル
ム

「
さ
く
ら
天
然

フ
ィ
ル

ム
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

そ
の
後
フ
ィ
ル
ム
は
改
良

を
加
え
て
高
性
能
化
し
て

い
き
ま
し
た
が
、
１
９
７

５
年
、
コ
ダ
ッ
ク
が
世
界

初
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

開
発
し
て
、
新
し
い
写
真

の
世
界
が
始
ま

り
ま
し

た
。

（
進
藤
弘
融
）

写
真
の
歴
史

（
Ⅱ
）

Photo
Books

編
集
後
記

梅
雨
の
時
期
に
は
い
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
菖

蒲
、
紫
陽
花
、
露
草e

t
c

花
も

雨
に
濡
れ
て
し
っ
と
り
と
い
い

雰
囲
気
に
な
っ
て
き
ま
す
。

竹
内
会
長
が
東
風
協
第
１
２
号

に
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
梅

雨
を
活
用
し
た
撮
影
」
を
今
一

度
読
み
返
し
、
梅
雨
時
の
撮
影

に
足
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

半
夏
生
の
翌
日
、
仙
台
の
資
福

寺
、
竹
林
の
中
で
お
琴
の
演
奏

も
あ
り
ま
す
。
絵
に
な
り
ま
す

よ
。


